
44

　中学生の頃から航空管制官になる
ことを夢見て来た私は，心理学の知見
でヒューマンエラーを減らし，航空事
故を防ぐことを長らく目標に掲げてき
た。人間の基礎的な情報処理メカニ
ズムを知れば，きっと現場に貢献でき
る，そう思ってきた。
　修論 1では，ヴィジランス（対象への
注意を長時間維持すること。別名：持
続的注意）における課題目標馴化説2

の再検証を行った。この領域の端緒
は，第二次世界大戦におけるレーダー
監視員のエラーにある3，4。航空と密
接に関わるこのテーマは，自分にピッタ
リだと感じていた。実験には，画面上
に1～9の数字を呈示し，3以外が呈示
された時にキーを押す伝統的な持続
的注意課題5を用いた。

一般化可能性：現代心理学の難題

　しかし，この研究には大きな限界が
ある。ここで，研究の一般化可能性，
つまりその知見を他の文脈や場面に
も拡張できるかについて考えたい。こ
の時に重要な指針となるのが，研究の
背後にある研究仕様空間と，未測定
要因の問題を考慮することである6–8。 
心理学の実験や調査には，どんな研
究であっても，研究者によるさまざま

な選択の余地がある。私の修論であ
れば，数字ではなく文字や図形を呈
示することもできただろう。このよう
な選択の余地は研究のあらゆる箇所
に存在し，これを研究仕様空間と言う。
意識的かどうかを問わず，研究者はこ
の空間の中から何らかの方法を一つ，
自由に選択して実験や調査を行って
いる。しかし，その選択の妥当性を保
証することは非常に難しい。
　次に，未測定要因に焦点を当てた
い。つまり，研究仕様空間内の選択
の可能性，およびその組み合せのすべ
てを網羅し，測定することは実質的に
不可能という問題である。私の修論
からは離れるが，認知実験における呈
示刺激の種類，呈示時間や回数など
を多様に変化させることで，全く同じ
目的の下で実施された実験であって
も，異なる結果が得られたという研究
がある9，10。また，にわかには信じがた
いが，参加者の実験当日の朝ご飯が
研究結果を左右するという知見も存
在する11，12。研究者が制御しようのな
い朝ご飯のような要因も含め，それら
はどこに存在し，どの程度結果に影響
しうるのか，そのすべてを網羅して研
究に反映することは恐らく不可能だろ
う13。膨大な研究仕様空間と未測定

要因に伴う一般化可能性問題は，複
雑系である人間行動や心理，社会現
象を研究対象とするがゆえの難題で
ある。

その知は現実世界に資するか

　私は，心理学の知見をもって，現実
世界をより安全にすることを目指して
きた。しかし，現実は言うまでもなく
複雑で，朝ご飯どころか，人間同士の
インタラクション（例：パイロットと管
制官の無線交信），その日の体調，ま
たは機器の不具合などの影響もある
かもしれない。画面に数字を淡々と
呈示する今回の実験とはあまりにかけ
離れていて，まさに未測定要因が無数
に存在している。恐らく，伝統的な心
理学の実験・調査手法では，何が結果
（つまり安全）に影響するかを十分に
捉えることはできない。
　疑問と苦悩に直面させる一般化可
能性問題に対して，明確な航路はまだ
見えない。しかし，複雑な対象を研究
するためには，相応の技術や方法論の
整備が必要ではないかという直感を持
っている（より深い議論もすでに存在
する14–16）。既存の枠組みや学問の境
目などに囚われず，一般化可能な次代
の人間科学を切り拓きたい。

一般化可能な知を拓く
─現実への航路を求めて
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